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研究成果の概要（和文）：第二次世界大戦後、ＧＨＱ主導で編纂された教材『小学生の科学』『基礎科学教育叢書』等
の分析と関連調査を通じ、占領政策の一環として科学リテラシーを育む戦後理科教育の試みがどのように形作られたの
かを多面的に研究した。
これらはアメリカ発の自由主義的な生活単元型・問題解決型の教材でありながら、科学的現象や法則を日本的にナラテ
ィブ化した「日本語の科学読み物」の特異な文体と形式（言語・挿絵）を持つ。児童に科学を主体的に読み取らせよう
とする文体は、科学知識の供給のみでなく、批判的思考力を含むジェネリックスキル育成に効果があろうことが示唆さ
れた。日本文化に即した科学リテラシー教育の一形態として位置づけられよう。

研究成果の概要（英文）：After WWⅡ, the science teaching materials Shogakusei no Kagaku and Kisokagaku 
Kyoikusosho, compiled under the guidance of the US Army of Occupation were designed to encourage liberal 
thinking and a problem-solving approach. How imported American science education was provided to post-war 
children was investigated through text and illustration analysis using digitalised data, interviewing 
people who were in education, media or cultural activities at that time and archive survey. The results 
indicate that it was tentatively presented in the form of a unique text-type which narrativised 
scientific laws and phenomena into literary storylines under the real-life condition. The use of this 
type of readings could be effective in not only providing knowledge but also nurturing generic skills 
including critical thinking abilities as children must interpret independently the stories to extract 
science. This might be one form of science literacy education which functions in the Japanese context.

研究分野：科学リテラシー　理科教育　翻訳学

キーワード： 理科教科書　戦後占領下　科学リテラシー　科学読み物　『小学生の科学』　問題解決型　翻訳　批判
的思考力
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

昨今子供の理科離れが社会的問題として
認識され国民の科学リテラシー向上が課題
とされる中、どのように理科への興味や科学
的能力が育成されるのかという問題に注目
が集まっている。効果的な教育のためには、
インターネット普及にともなう情報社会化、
グローバル化に合わせた調整が必要な一方、
日本の理科教育はこれまで何を目指しどの
ような教育が提供されてきたのか流れを見
直し把握することも重要である。 

 第二次世界大戦後アメリカ占領軍は、日
本国民に民主主義理念の導入をはかり、｢事
物に対する批判的精神｣と｢事物事実と合理
的思考に基づく科学的態度｣を強調した。科
学的素養としての科学リテラシーの導入は
占領軍主導で強制的に進められたように見
えるが、学習者の主体性を踏まえ自由主義を
教育に取り入れる動きはそれまでにもあり、
第 5期国定理科教科書において、知育（知識
蓄積）中心の教科書からの転換が試みられて
いる（板倉 2009)が、戦争拡大という社会情
勢の中で普及は限定的だった。 
 「科学の基本的知識」「科学的・批判的思
考能力」を含む科学リテラシー教育導入の初

期の試みとして、GHQ
の民間情報教育局
(CIE)教育課エドミ
ストン博士を指導監
督、文部省の岡現次
郎を責任者とし、初
の学習指導要領理科
編とともに編纂され
た教科書『小学生の
科学』がある。その
特徴として： 

 

図 1 第 6 学年用『小学生の科学』 

 
１）対話形式で語られストーリー性がある 
２）単元別(Uni-text) 
３）民主主義、男女平等主義、画一主義排除 
４）1冊を複数児童が共有した 
５）問題解決型、生活単元型学習の授業用で 

あり自由研究も導入された 
６）指導要領に準拠している 
７）各学年用の教科書とワークブック『観察 

と実験の報告』とで構成されている 
等が挙げられる（仲矢・中山・野原 2015）。 

『小学生の科学』編纂は CIE と理科研究中
央・地方委員会により地方分権的かつ民主的
に行われたが（柴 2011）、The Basic Science 
Education Series (Parker)を参考としてお
り二者は広義の「翻訳関係」にある。CIE に
よる文化交換プログラムの一環としてこの
シリーズもまた『基礎科学教育叢書』として
日本語訳されている。Parker は小学生の科学
教育の目標を、知識の習得、能力と判断力の
形成、科学的・社会的態度の変容、興味関心
の喚起、人格の形成においており、こうした

理念を取り入れるべく翻訳がなされている。 
 『小学生の科学』は内容・文章の質量とも
に豊かで挿絵も鮮明かつ創意が見られる（高
い印刷技術と写真植字を利用）。当時、理科
教育者の多くが国家主義の台頭と敗戦は事
実に基づかない無批判な国民の姿勢に帰す
ると考え、教育変革への願いを持っていたが、
GHQ の指導とそうした理念とが合わさって形
になったものが『小学生の科学』であった。
しかし新しい試みは定着せず、1950 年代以降、
自然現象や法則を明示的に教え実験で確認
させる｢系統学習型｣の理科教科書に置きか
わっていった。  
 

２．研究の目的 

日本における科学リテラシー教育の思潮
をたどる上で重要であるにもかかわらず、
『小学生の科学』『基礎科学教育叢書』は、
翻訳学、科学リテラシー研究における分析対
象としてほとんど取り上げられておらず、起
点テクスト（原文）も十分には特定されてい
ない。本研究ではそこに焦点を当て、戦後理
科教育の試みが、「翻訳」をツールとしてど
のように形作られたのかを明らかにする。教
材のテキスト・挿絵分析を中心に、占領政策
の一環として当時どのような初等科理科教
育が行われ、どのように受容されていたのか
を多面的に調査し把握することを目指す。占
領下の日本という、制約の多い環境において
こそ一時的に出現した特異な教材と、それを
めぐる教育の姿をつかみ、日本の科学リテラ
シー教育の流れにおけるその役割と位置づ
けを考察することで、日本文化に適した科学
教育の在り方を模索する一端となることを
目的とする。 

 

３．研究の方法 

 (1)教材のデジタル化：『小学生の科学』（第
1〜6 学年用、全 14 冊、817 ページ、大阪教
育大学附属図書館・特別資料室収蔵）、Parker
著 The Basic Science Education Series と
その日本語訳『基礎科学教育叢書』の一部を
教育研究資源として活用するためにデジタ
ル化しアーカイブスを作成した。 
 (2)『小学生の科学』ならびに関連する理
科教材を中心として、計量的な語彙分析によ
る記述内容の構造化や比較を行った。デジタ
ルデータ化したテキストから名詞を抽出し、
単元ごとの名詞の頻度ベクトルを用いて分
析した。 
 (3)上記教材について、翻訳学的・言語学
的手法を用いたディスコース分析と文体分
析を行った。 
 Baker (1992)、Toury (1995）らの手法に
ならい、アメリカらしい自由主義的特徴を文
体上に見つけるとともに、シフト（翻訳上起
こったずれ）によって生まれた日本語訳なら
ではの特徴も記述した。The Basic Science 
Education Series、『基礎科学教育叢書』、『小
学生の科学』において共通する内容を持つ章



を取り上げた。 
 (4)現行の理科教科書と戦後教材の、言語
や使用キャラクター等コミュニケーション
的特徴の対照分析と計量的比較を行った。 
 (5)『小学生の科学』に使用されている挿
絵の社会学的視点からの分析を行った。 
 (6)戦後教材において取り扱われた学習項
目、理科概念等の系統的変化を調査した。 
 (7)文献・学会調査 
戦後の理科教育政策とその普及・受容につい
て多岐にわたる調査を行った。 
 (8)占領下で何らかの形で学校教育に関わ
った知識人たちから聞き取り調査を行った。 
 

これらの調査分析から得られたデータを
もとに、科学リテラシー教育の視点から当時
の教材の意義の読み取りと歴史的位置づけ
を考察した。占領軍側という強力かつ特殊な
立ち位置にあるアメリカ文化を起点文化と
する以上、また編纂者には岡をはじめとする
民主的な科学教育推進的派の日本人がいた
以上、その政治的・思想的影響は翻訳の随所
に現れるのではないか。テキストがどのよう
に日本語に変換されたかを観察するととも
に、その日本語の文体が科学リテラシーを培
う上でどのように機能しうるかを解釈する。 
 
４．研究成果 
4-1．各研究を通して導き出された点 
（研究の方法(1)～(8)に対応） 
(1)研究資源としての『小学生の科学』『基礎
科学教育叢書』等のデジタルデータ、インタ
ビュー成果等の一般公開に向けたコンテン
ツを作成しとＷＥＢサイト公開の準備を行
なった。その一部の『小学生の科学』の全デ
ジタルデータ(PDF ファイル)とテキストデー
タ(Word ファイル)は、学術成果リポジトリと
して、以下のサイトで公開を行った。
(http://ir.lib.osaka-kyoiku.ac.jp/digit
al-collection/kyokasho/index_rika.html) 。 

図 2 文部省著作『小学生の科学』公開サイト 

 
実地調査の結果、大阪教育大学図書館が所蔵
する教科書には、見本として用意された版と
全国の小学校に配布、使用された版の 2種類
が収蔵されていることが明らかになった。 
  デジタル化の作業の着手対象として、全国
配布版の 6年生用を画像化し、デジタルアー
カイブとして実用的かつ微細情報も検討し
うる解像度を検討した。その結果 600dpi が
最適であり、教科書の紙質や印刷技術水準も

細部から判断でき、データの転送も比較的良
好であった。これらから文字認識を行うとと
もに、PDF ファイルの非表示埋め込み情報と
して各ページのイラストにカテゴリ(動物：
犬、人物：男子等)を文字情報に入れ分類保
存を行った。これによりどのようなイラスト
が何種類何回出現しているか、抽出可能にな
った。 

さらに関連データとして、科学技術情報を
一般向けに記した歴史的文献として貴重な
一次史料である『博物新編補遣』もデジタル
化を行ない、今後の言語分析等を可能にした。 
(2)『小学生の科学』の計量的な語彙分析 
  小学校 6学年を対象とした『小学生の科学』
4 冊の内容と戦後に学習指導要領が制定され
た後の昭和 42 年の 6 年生を対象としたテキ
ストとの関係を計量的語彙分析によって調
べた。 

『小学生の科学』については、テーマ設定
された 4冊のそれぞれについて名詞の頻度ベ
クトルを算出した。テキストについては、単
元ごとに名詞の頻度ベクトルを作成した。
『小学生の科学』の冊子間の関係やその後の
テキストにおける単元との関係を調べるた
めに、冊子、単元間の相互にコサイン類似度
を算出し、類似度行列を計算した。ここでは、
単純に名詞が文書間で共起するコサイン類
似度を用いた。類似度を距離に変換し、クラ
スタ分析するとこによって、冊子や単元間の
関係をデンドログラムで可視化した。 

図 3  冊子や単元間の関係 
 
この結果から、『小学生の科学』の 4 冊がそ
の後のテキストと関連する内容を扱ってい
るものの、6 学年での学習内容全体から見る
と、やや偏りが見られること等を確認した。 
(3)戦後教材のディスコース分析と文体分析 
 『基礎科学教育叢書』は Parker の原文か
ら自由主義的特徴を受け継いでいるが、日本
語への変換を通じて消えた要素もある。 
 原文と日本語訳版は次の特徴を共有する： 
 
① 想定・仮定（実験的思考）の促進 
② 語り手（ナレーター）と読み手の間の対

話的コミュニケーション創出 



③ 実験・観察の必要性の明示 
④ 前提となる知識（事象間の関係性）の呼

び覚まし 
⑤ 推論・論理・法則組み立ての案内 
 
科学的・批判的姿勢には、推論のベースとな
る情報の確認や演繹的・帰納的組み立て等が
必要だが、①～⑤からその育成において直接
的な刺激や効果が期待できよう。各章のスト
ーリーでは学習ポイントの明示はなく、法則
性や合理性の読み取りは学習者の主体性に
任されている。 
 一方、日本語版にオリジナルな特徴もある。 
 
① 人称変化（“you”から「皆さん」「私た 

ち」等）から生まれる「語り手対多数」「語
り手と読み手の視点融合」の構図により個
人の主体性が薄れる。 

② 主観的評価表現による文学的語り：「ので
す」「ずいぶん」等の評価表現により科学
的なトーンが薄れる。 

③ 文化的異化による「アメリカからの科学」
の強調：地名、単位等を日本文化に合わせ
る文化的配置方略（Hervey and Higgins 
1990）が少なくアメリカ文化誇示が見受け
られる。 

 
 こうした「日本語の科学読み物」のスタイ
ルをさらに進化させたものが『小学生の科
学』である。原文と思われる英文箇所との一
文一文の対応は少なく恣意的な調整が多い。
特徴として、「みのる君」「おとうさん」「ひ
ろこねえさん」といった登場人物が日常生活
の中で科学的疑問を持ち、調べたり教えたり
しながら答えを確かめるストーリー仕立て
になっている。直接話法での対話がふんだん
に盛り込まれ、語り手はストーリーを読者に
見せるにとどまり、科学的事象は中に織り込
まれている。文化的配置やローカリゼーショ
ンが多い（｢真珠｣｢あさくさのり｣「地震」等。） 
 このように日本語の科学読み物の特異な
テクストタイプの一部が記述され主体的・批
判的思考力滋養との関連性が示唆された。 
(4)現行の理科教科書と戦後教材とのコミュ
ニケーション的特徴の対照分析 

現行の教科書の多くで、ゆるキャラを思わ
せる進行役のキャラクターが学習ポイント
を明示する役目を担う。この役目は戦後教材
においては学習者自身に委ねられる。言語的
には、戦後教材には仮定や想像を促す文型が
特徴的であるのに対し、現行の教科書では
「◯◯だよ」「◯◯してみよう」等、要点や
指示を明確に出している。 
(5)挿絵の特徴から読み取れる戦後教材の制
作意図を分析した。 
 CIE の施策には男女平等の思想も盛り込ま
れており、『小学生の科学』にもそれが色濃
く反映されている。その一端として、挿絵に
登場する女子の割合が旧来の教科書と比較
して格段に増加し、また男子が実験や班活動

を主導する場面と女子が主導する場面がバ
ランス良く採用されている点も特徴的であ
る。なお女性教師以外で職業を持つ成人女性
として電話交換手が 2例あった。 
 

 
図 4 第 5学年用『小学生の科学』 

 
 (6)教科書で扱われる単元項目の年代ごと
の系統と変遷の整理 
 『小学生の科学』前後の変遷を見ると、戦
時中に導入された第 5期国定理科教科書以前
と以降で大きな差異がある。第 4 期以前は、
項目が博物学的に並べられ百科事典の様式
に従っており、現在の教科書に見られるよう
な登場人物による内容紹介等は見られない。 
 第 5期国定理科教科書になって国内の理科
教科書に初めて児童の実験する様子が登場
し、現在のようなキャラクターによる内容解
説に引き継がれていく。『小学生の科学』で
は、生活単元型・問題解決型の方針のもと、
登場人物の役割はさらに重視されており、人
間以外の動物等もキャラクター化され挿絵
に使われている。 
 『小学生の科学』以後の検定理科教科書で
は、系統的学習に方針が変わったことによる
影響が文体・挿絵に現れている。単元構成は
大きく変わらなかったが、その一方で文体や
問題解決教育の導入に使われた挿絵等の中
で、児童の役割は少なくなっている。 
(7)文献調査と関連学会調査 
・琉球大学図書館・琉球大学教育学部資料室 
・沖縄県公文書館・沖縄県立図書館 
・那覇市資料室・大田平和総合研究所 
・大阪教育大学図書館 等 
 米海兵隊や海軍が沖縄に上陸し占領政策
の土台を作った中で、どのように教育政策が
制定されたか、また市町村・民間レベルでど
のように受容体制が整っていったかについ
て多くの資料が得られた。 
 また本研究で取り上げた教材以外にも、理
科教育の思潮をたどる上で見るべき戦前・戦
中の教材が多数発見された。 
(8)聞き取り調査 

当時を知る社会学者、元ラジオ局アナウン
サー・日本文化研究者・教育学者・翻訳学研
究者等（個人名は記載しない）に聞き取り調
査を行った。 
 戦後の教育現場やメディア活動等におい
て、GHQ の推進する民主主義的、実用主義的
な指針やモラルが伝えられ受容されていっ



た社会文脈の中で教育をとらえるための多
くの知見が得られた。戦後教材が理科教育に
長期的にもたらした影響がほとんど見られ
ない実態も語られ、リソースとして改めて見
直す意義も示唆された。 
 
4-2. 結論と展望 
 「ことば」で書かれたテキストは、どんな
分野のものでもどこかに曖昧な部分があり、
読み取りと解釈が必要である。とくに日本語
は文脈依存性・多義性が高い。正確な学術的
記述や科学的論証のためには、日常言語から
離れて多義性を減らし必要事項を略せず盛
り込むことが不可欠だが、初等科教育の教材
には、どのような日本語が適しているのか。
「教材における異なる日本語の使用と効果」
について議論されることは少ない。 
 占領下で民主的な科学教育の取り込みと
して編纂された『基礎科学教育叢書』は、科
学的法則や現象を語り手が語るストーリー
に盛り込んだ「日本語の科学読み物」の文体
を持ち、いわゆる科学的文献とも、現代の理
科教科書の本文とも異なる特異な日本語に
仕上がっている。科学的知識の供給のみでな
く、批判的思考力含むジェネリックスキル育
成に貢献する画期的な教材として、４に記し
た特徴をもって提供され、Parker の原文と同
様に早期の科学リテラシー教育において効
果があっただろうことが示唆された。 
 一方で、翻訳を通し日本語版独自の特徴も
生み出されており翻訳学的には興味深いが、
読みやすくはあっても科学的思考力育成の
観点からは効果的には見えない部分もある。 
 『小学生の科学』は、文体の面でも語り手
や登場人物配置の面でも、科学的事象や法則
をさらに一歩ナラティブ化して見せ、「読み
物」として段階の進んだものとなっている。
学ぶべき法則や事象は一見わかりにくいが、
語り手からの働きかけに応えて読み手が能
動的に思考し手を動かす動線が想定されて
いる。この「語り手－読み手間のインタラク
ション暗示」は、原文でも日本語版でも観察
される。読み手の当事者意識は主体的姿勢に
つながり、身の回りの現実を科学的現象の世
界として読み替え、外から眺めるだけでなく
自分を中に置いてみることにつながるので
はないか。 
 評価が難しく経済発展への寄与が見えに
くい生活単元学習型、問題解決型の理科教材
は、歴史上 1951 年に姿を消している。現代
においてあらためて求められる科学的知識、
探求能力、場面に応じて適用できるジェネリ
ックスキルを基軸とする科学リテラシー教
育に、読み手自身が主体性を持ってストーリ
ーに入り込んでいく科学読み物が果たし得
る役割は大きいのではないか。文脈依存言語
文化を背景に持つ日本の初等科教育におい
て、科学読み物の役割と位置づけ、望ましい
表現のあり方と効果について、さらなる研究
が必要であろう。 

 日常言語から離れ科学を語るのにふさわ
しい客観性を保ちつつ、それでいて読みやす
く読み手の主体的思考を促すような日本語
文体は当時確立していなかった（現在あるか
はまた別の議論になる）。『小学生の科学』は、
アメリカ発の自由主義的教材を翻訳する必
要にかられ、受け皿としての「適切な文体」
を、翻訳者、編纂者らが模索した結果として
の暫定的な科学読み物文体であった、と言え
よう。 
 逆に見るならば、自由主義的な科学記述の
ような、自分たち日本にとって異質なコンテ
ンツの取り込みを余儀なくされたとき、科学
のナラティブ化に耐えうる文体を日本語は
作ることができたのだとも言える。それは、
海外の文学を翻訳し変容させてオリジナル
な文学的潮流を作り出してきた文学力をベ
ースにしているのかもしれない。であれば、
前述したような日本語の特質を失わずに科
学を記述・思考することで、西洋科学にはな
い視点や発想を生み出す可能性もある。明治
期から継承した、英語的、西洋的な発想のみ
に閉じ込められず、科学を日本文化の中でさ
らに開いていくひとつの可能性として、日本
語でのナラティブ化と課題の掘り起しとい
う視点があるのかもしれない。さらに研究を
進め何らかの提言ができればと考えている。 
 今後の課題としては、戦後教材の英語原文
のさらなる特定と分析、教科書の教育現場で
の使用実態調査等がある。さらにはスコープ
を広げ、戦前から受け継がれた教科書の形式
や指導環境と戦後教材とのつながりを調査
し、関係者が模索した科学記述文体のあり方、
それと日本語をはじめとする各言語が持つ
「科学を語りに変える力」について、一層明
らかにしていきたい。 
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